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◆今年度の活動を振り返って（成果と課題）
元々違うCLL活動で中日新聞に協力してもらう機会があり、そ
のときに記者さんの方から、新聞カフェをしてみませんか？という
提案があり、やってみたいと思ったので、新しくCLL活動として立ち
上げることになりました。本格的な活動は去年の11月から始めた
ので実績はまだ少ないですが、今まで開催した３回の新聞カ
フェで、三つの成果がありました。
１つ目は、新聞記者さんと話したことで新聞についての豆知識
や製作裏話などを聞くことができたこと。記者さんから直接聞ける
ので、普段は聞くことのできないお話を聞くことができます。
２つ目は、普段新聞を読む機会が少ない人も新聞カフェを通じ
て楽しく新聞を読む事ができるということ。参加している人達とお
しゃべりしながら読めるので、新聞が身近なものに感じられるよう
になります。
３つ目は、自分以外の人の意見が聞けるので、新しい発見や
自分の考えの幅が広がるということ、です。一つの記事でも読む
人によって受け取り方は様々で、それらのいろんな意見を聞くこと
で、一人では思いつかなかった発見ができます。
新聞カフェはCLLに入っていなくても参加することができます。そ
のことをどのように発信していくのかが今後の課題です。

2017 12

・第
４
回
新
聞
カ
フ
ェ

｢

伊
勢
志
摩
地
域
の
行
事
カ
レ
ン
ダ
ー

を
作
ろ
う｣

・
第
１
回
新
聞
カ
フ
ェ

｢

新
聞
に
つ
い
て
知
ろ
う
１｣

・第
３
回
新
聞
カ
フ
ェ

｢

正
月
広
告｣

11

・
第
５
回
新
聞
カ
フ
ェ

「就
職
活
動
」（
開
催
予
定
）

1 2 ３

活動実施主体：中日新聞社
担当教員：齋藤 平（教育開発センター）

CLL活動に参加していない人も新聞カフェに参加
することができます。

特にアピールしたいポイント

新聞を読むことを通じて、地域の課題に限らず、
広く日本社会の課題、世界の課題を学生さん
に知ってもらいたいと思います。新聞記事をつ
まみにして語り合うことで、課題の解決策を見
出だせるかもしれません。
（中日新聞 大島康介様）

実施主体様の声


